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立命館大学国際平和ミュージアムにおける資料整理の概要

１、2007 年までの資料整理状況

　開館から約15年の間に国際平和ミュージアムは
39680件の資料を収集した（2007年8月時点での資料
数）。一五年戦争当時の庶民の生活の中で使われてい
た民具や被災して戦争の惨禍を物語る資料、731部隊
関連資料等の軍事史関連文書、横山静雄関連文書等の
戦争犯罪や裁判に関わる記録、ベトナム戦争に関する
資料などおよそ20世紀を中心とした幅広い地域と分野
に関わる資料である。
　立命館大学国際平和ミュージアム規定第2条には
「ミュージアムは、戦争と平和に関する資料を収集・
保管・展示するとともに、紛争解決および平和創造に
向けた教育・研究を通じて、国際社会の平和増進に寄
与することを目的とする」と規定されており、公式的
な資料収集方針は「戦争と平和に関する資料」である。
この基準を文字通り適用すれば人類の活動したあらゆ
る時代と分野の資料が収集対象となる。
　しかし、収蔵資料の実態は20世紀の歴史・民俗資料
であり（一部19世紀や21世紀の資料もある）、実際には、
国際平和ミュージアムの歴史観を体現する常設展示に
沿って資料が収集されてきたことがわかる。その枠組
みは資料分類として1998年発行の『資料目録１』に掲
載されている（分類リストは本稿50頁を参照）。
　平和博物館は従来の歴史博物館と違い、まずコレク
ションがあってコレクションおよびその研究成果を一
般に公開するために開設されるのではなく、提示すべ
きメッセージがあり、それに合わせて展示を制作した

り資料を収集するタイプの施設なのである。（注１）

　現在も資料受入れ検討の際には、この分類項目に該
当するかどうかも一つの基準として参考にしている
が、ここに該当しても受け入れることができない場合
や当てはまらなくても収蔵されるケースもある。
　開館以来、受入れ資料は中性紙の文書封筒に入るも
のは入れて、封筒に入らないものは、8.5㎝ｘ10㎝の
資料収蔵票を結び付けて収蔵庫のケースや棚に保管す
る、という方法で管理されてきた。文書封筒の表（写
真１）には、受入年月日、文書群名、整理番号、受入
番号、分類番号、文書名称（表題）、作成年月日、作
成者（差出人）、受取人、形態・大きさ、内訳、数量、
収納場所、備考が記される。資料収蔵票（資料票）の
表（写真２）には名称、受入年月日、（旧）所有者名、
資料種別、受入番号、整理番号、サイズ、分類番号、
備考が、それぞれ手書きで記入される。収蔵品台帳に
は、このほかにも、旧蔵者の住所や展示履歴などの情
報が記載されて日本語データベースソフト「桐」にて
運用されていた。備考には、資料に関して聞き取った
情報などの概略が記載されていた。例えば「梅田義一
氏遺品」といった具合である。
　また、この間に前述の『資料目録１』（1998年）お
よび『資料目録２』（2003年）を発行し、この2冊の内
容をデータベース化した「ピースアーカイブ」も公開
（インターネット上でも公開）した。資料目録は収蔵
品台帳の公開可能な部分を発行したもので、「ピース
アーカイブ」はこれをデジタル化したものである。

　国際平和ミュージアムは1992年の開館（実際には準備室時代の1990年）以来多数の資料を収集しており、2012

年2月現在の収蔵資料は約39,000件である。本稿は、2007年～ 11年までの資料整理および関連する業務の概略と

そこから見えてくる平和博物館の資料整理の課題についての報告である。

　作業内容や実施体制は決して先端的で高度なものではない。しかし、多くの博物館が時間や人員に制限を抱える

今日、そうした現実の中での試行錯誤の実践例を紹介し共有し合うことには意義があると考える。国際平和ミュー

ジアムでの実践を現実に即した一例として紹介するとともに、他館からのアドバイスや指摘を得ることを期待して

報告するものである。
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